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［アクセス］

　
新
約
聖
書「
使
徒
言
行
録
」第
9
章「
パ

ウ
ロ
の
回
心
」を
忠
実
に
能
と
し
て
劇
化
。

　
ユ
ダ
ヤ
教
徒
で
あ
る
サ
ウ
ロ（
パ
ウ
ロ
）

（
前
シ
テ
）が
、
ユ
ダ
ヤ
教
大
祭
司（
ワ
キ
）

の
命
を
受
け
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
捕
縛
し

迫
害
を
加
え
る
中
、ダ
マ
ス
コ
の
近
く
で
、

イ
エ
ス
の「
な
ぜ
我
ら
を
虐
げ
る
の
か
」と

の
声
と
、雷
鳴
が
轟
き
失
明
す
る
。眼
が
見

え
ず
失
意
の
サ
ウ
ロ
は
里
人（
間
狂
言
）と

出
会
い
、サ
ウ
ロ
の
所
業
を
責
め
ら
れ
、自

身
の
愚
か
さ
を
嘆
き
悲
し
む
。そ
こ
に
イ

エ
ス
の
弟
子
ア
ナ
ニ
ア
（
ツ
レ
）
が
現
れ
、

主
よ
り
サ
ウ
ロ
の
眼
を
回
復
さ
せ
る
よ
う

に
遣
わ
さ
れ
た
と
言
い
、
サ
ウ
ロ
の
瞼
に

手
を
置
く
と
、
眼
か
ら
鱗
の
よ
う
な
も
の

が
落
ち
、サ
ウ
ロ
は
視
力
を
回
復
し
ま
す
。

サ
ウ
ロ
は
心
改
め
キ
リ
ス
ト
教
へ
帰
依

し
、
使
徒
パ
ウ
ロ
と
な
り
消
え
て
ゆ
き
ま

す
。（
中
入
）

　
程
な
く
し
て
、
荘
厳
な
パ
イ
プ
オ
ル
ガ

ン
の
音
に
包
ま
れ
イ
エ
ス（
後
シ
テ
）が
復

活
し
、神
慮
を
説
き
舞
を
舞
い
、パ
ウ
ロ
が

回
心
し
福
音
を
伝
え
る
伝
道
師
と
な
る
こ

と
が
使
命
だ
と
伝
え
再
び
空
へ
と
消
え
て

ゆ
く
の
で
し
た
。

　
本
校
ゆ
か
り
の
二
十
六
世
観
世
宗
家 

観
世
清
和
師
と
国
文
学
者
・
作
家
の
林
望

先
生
の
特
別
協
力
に
よ
り
、
平
成
2
4
年

に
能
作
さ
れ
、
同
年
立
教
大
学
タ
ッ
カ
ー

ホ
ー
ル
に
て
、
東
日
本
大
震
災
の
鎮
魂
と

復
興
を
祈
念
し
初
上
演
し
た
演
目
。

　
こ
の
度
、
立
教
学
院
創
立
1
5
0
周
年
を
記
念
し
て
、
観
世
流
二
十
六
世
家
元
・

観
世
清
和
先
生
に
よ
る
新
作
能
、「
聖
パ
ウ
ロ
の
回
心
」
が
再
演
さ
れ
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
1
5
6
3
年（
永
禄
6
年
）に
来
日
し
ま
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
宣
教
師
、ル
イ
ス
・

フ
ロ
イ
ス
は
、
有
名
な
『
日
本
史
』
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
著
作
を
今
に
残
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
「
能
」
に
関
す
る
記
録
も
登
場
し
、
当
時
の
「
能
」
が

ど
の
よ
う
に
演
じ
ら
れ
た
か
を
知
る
貴
重
な
記
録
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
お
そ
ら
く
今
回
の
題
材
で
あ
り
ま
す
「
パ
ウ
ロ
の
回
心
」
の
物
語
（
新
約
聖
書
「
使
徒

言
行
録
」第
9
章
1
〜
19
節
）も
、「
吉
利
支
丹
能
」と
し
て
演
じ
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。一
方
、

聖
書
の
物
語
や
教
え
を
、
そ
れ
が
伝
え
ら
れ
た
土
地
の
文
化
・
芸
術
に
よ
っ
て
表
現

す
る
こ
と
は
、現
代
キ
リ
ス
ト
教
神
学
に
お
い
て
は「
イ
ン
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」（
文

化
内
開
花
）
と
し
て
、
き
わ
め
て
重
要
な
作
業
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
遠
藤
周
作
は
、
こ
の
作
業
を
「
和
服
の
キ
リ
ス
ト
教
」
と
し
ま
し
た
が
、

今
回
の
キ
リ
シ
タ
ン
能
の
上
演
は
、
日
本
が
誇
る
伝
統
芸
能
表
現
に
よ
る
「
イ
ン
カ

ル
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
実
践
例
と
し
て
、
世
界
的
に
も
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
す
。

今
か
ら
ち
ょ
う
ど
1
5
0
年
前
に
、
米
国
聖
公
会
の
宣
教
師
、
チ
ャ
ニ
ン
グ・ム
ー
ア
・

ウ
ィ
ル
ア
ム
ズ
主
教
は
、
築
地
に
あ
る
小
さ
な
学
校
を
開
き
、
そ
の
英
名
は
〝
S
t. 

P
a
u
l
’s 

S
c
h
o
o
l
〞（
聖
パ
ウ
ロ
学
校
）
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
回
心
し
た

パ
ウ
ロ
の
よ
う
に
、
目
が
開
か
れ
て
、
新
た
な
視
点
を
も
っ
て
世
界
を
見
つ
め
る
こ

と
が
で
き
る
人
々
を
育
て
た
い
。
こ
の
名
に
は
間
違
い
な
く
、
そ
の
よ
う
な
願
い
が

あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
新
作
能
『
聖
パ
ウ
ロ
の
回
心
』
が
、
創
立
1
5
0
周
年
を
迎
え
た
立
教
に

お
い
て
再
演
さ
れ
ま
す
こ
と
は
、
そ
の
意
味
で
も
実
に
相
応
し
く
、
ま
た
光
栄
な
こ

と
で
あ
る
と
、
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

立
教
学
院
院
長

立
教
大
学
総
長
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原
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